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人と暮らしと地域をつなぐ架け橋！ 

PSSERELLEパスレル保谷を運営 ＊NPO プラス・ド・西東京＊ 

 

パスレル保谷の管理や運営するのが「NPO 法人プラス・ド・
西東京」。プラス・ド・西東京は生活クラブの組合員が 30年かけ
て作り上げてきた、「安心して生活するために必要なもの」を集

約してできたパスレル保谷を拠点に、人や地域を結ぶコーディネ

ート業務をするために設立された。 
プラス・ド・西東京が直接運営するのは、イベントスペース「プ

ラス・ド・パスレル」、シェアド・オフィス、「パスレルカフェ」。 
2階にあるイベントスペースは 

キッチンも備えた 20坪の部屋。活
動場所を求めている人達に有料で

貸し出す。公共施設では場所の確

保が難しい定期活動も申し込みが

できる。ここでは貸し出し利用の

ほか、プラス・ド・西東京主催の

セミナーも開催される。セミナー 
での出会いを、地域社会の別の場所で生かしてもらえるよう、企

画内容は子育てや健康、文化など多岐に渡る。 
シェアド・オフィスは市民事業の起業や活動開始を考える人に

貸し出すオフィス。貸し出されるスペースは 1.8m×1.6mと小さ
いが、市民活動をする人達の大きな夢であふれる。5 つ全てのス
ペースに入居する団体はすでに決まっているが、団体が独立（3
年をめど）すれば入居募集がある。いつ空くかは分からないが利

用を検討している人は空き情報を見逃さないように。 
プラス･ド･西東京が運営するイベントスペースもシェアド・オ

フィスも、ただ場所を提供するのでなく、利用者や入居した団体

が、様々なつながりを見つけ、新たな事業を生み出すきっかけも

提供したいと考えている。 
人々がこの出会いの場をどう活用していくのか、出会いがどの

ような形となって地域に発信されるのか、楽しみです。 
利用料金や時間などは直接お問合せください。 

「パスレル」とはフランス語で「人が歩いて渡る架け橋」のこと。パスレル保谷は保育園や高齢者のデイサー

ビス、イベントスペースなどが入った複合施設。新しい地域社会のあり方を発信するパスレル保谷を運営するの

が「NPO法人プラス・ド・西東京」です。 

 
事務局長 森下 典子さん 

イベントスペースで行うセミナーに

は、企画を提案してもらい、提案者と一

緒に実施しているものもあります。地域

の人や情報がパスレル保谷に集まる、集

まった人や情報がまた地域に戻る。プラ

ス・ド・西東京ではそんな架け橋を作っ

ていきたい。ここでの出会いや発見が、

新たに人や地域がつながるきっかけにな

ればと思っています。出来たばかりです

が、ぜひご利用ください。 
 

『問合せ』 
NPO法人 プラス・ド・西東京 
西東京市泉町 3-12-25パスレル保谷 2F 
TEL＆FAX 042-439-6353 
ホームページ  http://www.passerelle.or.jp 

 
壁面には鏡もあるイベントスペース 

出会いと発見の場  



認知症はどうして起こるの？認知症の人とコミュニケ

ーションは取れるの？このような思いをお持ちではあ

りませんか。認知症とはどういうものか、認知症の人と

接する時の配慮など、日頃、高齢の方と接している施設

職員に分かりやすくお話ししていただきます。この機会

に不安や疑問を解消して、ボランティア活動を楽しみま

せんか?! 

◆日 時 11月 14日(水)9:30～11:30 
◆会 場 田無総合福祉センター視聴覚室 

（西東京市田無町 5-5-12） 
◆対 象 ①講座修了後、ボランティア登録をしてボラ

ンティア活動をしたい方②すでにボランテ

ィア登録されている方③現在高齢者施設な

どでボランティア活動をしている方 

◆講 師 サンメール尚和デイケアセンター  

認知症ケア専門士 長橋寛子さん 

◆定 員 20名（先着順）  
◆参加費 1,000円（当日お持ちください） 
◆申込み 11月 1日(木)から電話（9:00～17:00日祭 

日は除く）またはFAXで申込み。申込期間内 

でも定員に達した場合は募集を終了します。 

【申込先】西東京ボランティア・市民活動センター 

      TEL 042-466-3070 FAX 042-466-3555 
※申込時にお聞きした個人情報は、本講座の運営管理のみに利用

させていただきます。 
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巨大地震に備える 
2007年首都圏統一帰宅困難者対応訓練 

 

★認知症を知ろう！★ 

大災害時には公共交通機関が麻痺し、職場や学校などか

ら自宅へ帰ることが困難になることが予想されています。    

もしも、自宅から離れた仕事中に、学校にいる時、買い

物中に大地震に遭遇してしまったら…？もしも、歩いて自

宅に帰らなければならなくなってしまったら…？あなたは

歩いて自宅に帰れますか？ 
この訓練は、大災害時における帰宅困難者を想定した体

験型訓練です。自宅から離れた場所でお勤めされている方、

通学されている方はもちろんのこと、大人か 
ら子どもまでどなたでも参加いただけます。 

◆日 時 11月 17日(土) 10:00出発 17:00終了 
◆集合スタート 日比谷公園 
◆コ ー ス 日比谷公園～青梅街道経由～西東京市立 

千駄山広場（東伏見 1丁目） 
◆申 込 み 参加費無料。要事前申込み。11 月 15 日

までに、西東京ボランティア･市民活動セ

ンターへ。 
◆申 込 先 西東京ボランティア･市民活動センター 
       TEL 042-466-3070 

※帰宅困難者に対して休憩所やトイレ、水の補給などをす
る沿道支援拠点の設置訓練や携帯電話やバイク隊による情 
報収集・発信訓練も同時に行います。 

 
田無町 5丁目に車庫を店舗にした「缶詰のお店」がある。
店主は林佩文（ラム プイ マン）さん。店名の通り常温で
長期間保存が可能な缶詰を販売。素材缶を調理すれば、二

酸化炭素排出を抑えて環境にもやさしい。缶詰の良さや缶

詰を使ったお料理などを多くの人に伝えたいと 6 月にオー
プンした。 
小さな店内にはタイなど外国の缶詰、地域限定品や無添

加の素材缶などが所狭しと並べられ、その種類は 200近い。
非常食にもなるパンの缶詰だけでも 20種類以上。豆などの
素材缶を使ったレシピも表示され、缶詰料理の本も置かれ

ている。店内で缶詰を食べられるので暖かいスープの缶詰

などを食べながら、店主と缶詰談義などいかがでしょうか。  

購入金額によって無料配達サービス（地域限定）やネッ

ト販売もしています。 

カレーうどんの缶詰 330円  
パンの缶詰 330円～  
西東京市田無町 4-16-6  
TEL 090-8047-9701  
FAX  042-462-7832 
10:00～19:00 日曜定休 
http://cannedshop.web.fc2.com  
   

 

 

 

 

活動の話を聞いて欲しい！ 

他の人たちはどうしているの？ 

こんな時はどうしたらいいの？ 

どんな活動が求められているの？

グループ活動をしている人も、      

活動を始めたばかりの人も、ベ 

テランの人もいっしょにお茶を飲みながら、ボランテ

ィア活動についてお話しませんか。 

◆日 時  11月 14日(水)14:00～16:00  
◆場 所  街なかサロン「にこにこ」 

(西東京市柳沢 2-2-10） 
◆定 員  15名 
◆申込方法 11月 1日(木)～13日(火)に電話・FAX・ 

メールにて申込み（9:00～17:00 / メー 
ル・FAXは終日。定員になり次第締め切 
らせていただきます） 

◆申 込 先  西東京ボランティア・市民活動センター 
TEL 042-466-3070  FAX 042-466-3555 
メールinfo@nishitokyo-vol.jp  

 

●法務局 

新青梅街道 

青梅街道 

●母子保健センター 

●市民会館 
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昨年の様子 

 

 

 




